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研究内容

「ひなたの学び」を実践するために、「問い」と「学び合い」についての研究・実践とその発信を通

して研究所員の授業力向上を図るとともに、日南市の授業力向上に寄与する。

研究の目的

○ なぜ「ひなたの学び」か

○ 授業改善を支えるもの

○ 学級経営「望ましい人間関係づくり」

授業に向かう資質・能力
内容１

学びに向かう力を育成する授業の在り方

～ ｢問い｣のもたせ方と｢学び合い｣の在り方を中心に ～

研究主題

県

令和６年度日南市教育研究所の取組について

Ⅰ 研究構想

一人一人が自分のよさや可能性を認識し、

多様な人々と協働しながら変化を乗り越える人材の育成

○ 子供の疑問や気づきから

○ イメージの確認・共有

問いのもたせ方
内容２

学び合いのさせ方
内容３

授業研究 授業公開 実践例や資料の紹介 研究所だより発 信

たくましい体

豊かな心

すぐれた知性

新時代を生き抜く

「４つの学ぶ力」を育てる日南教育

市

令和５年度 全国学力・学習状況調査結果に見る本市の課題

資料を読み取り、分析したり、関連づけたりして、自らの考えを表現することを苦手として

いる。

○ 教師の働きかけ・言葉かけ

○ 子供の素地づくり

○ ｢話すこと･聞くこと｣の指導系統

「宮崎県教育振興基本計画」
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Ⅱ 研究の実際

１ 授業に向かう資質・能力（研究内容１）

(1) なぜ今「ひなたの学び」なのか

「ひなたの学び」が求められている社会的背景について理解を深めた。

戦後からの学習

○ みんなと同じことができる

○ 言われたことを言われたとおりにできる

○ 正解（知識）の暗記

これからの学習＝ひなたの学び

○ひ ひとりひとりが問いをもち

○な なかまとなって学び合い

○た たかめよう 深く考える力

【日南市教育委員会指導主事による講義】

(2) 授業改善を支えるもの

ア 授業改善のチェックポイント｢４＋４｣（県）の実践事項の整理

授業の土台となるチェックポイントについて、改めて具体的実践事項をまとめた。

基本や要点を再確認したり新しい気づきを得ることができ、授業の安定感が増した。

何をすればいいの…

（指示がないと）

多様化

学習意欲↓

人口減少

生産性↓

学びたい授業へ！

「トライ＆エラー」をしながら、仲

間と最適解を！

学びに向かう力を育む

AI

当時は時代に合っていた！

（以下省略）
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イ 授業を行う上で心がけたいこと

授業で子どもたちに「身に付けさせるべきスキル、身に付けさせた方が良いスキル」は

当然のことながら教師間で話題に上がることが多い。それと同時に、教師も授業を行う際に

意識し実践しなければならない「スキル」がある。それを「心がけたいこと」として再認識

した。
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(3) 学級経営「望ましい人間関係づくり」

学級経営と授業との関係は「学級経営＝授業」と言っても過言ではない。

生徒指導や特別支援教育の視点から、望ましい学級経営、望ましい人間関係づくりに

ついて学んだ。

「最大の教育環境は教師」

「させる生徒指導から

支える生徒指導へ」

「スクールワイドＰＢＳと

教育の本質」

【南郷中教諭による講義】

褒められ タイ

認められ タイ

人の役に立ち タイ
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２ 「問い」のもたせ方（研究内容２）

全ての子供が自分事の「問い」をもてるようにするために、指導の要点を整理し実践した。

(１) 要点

○ 子供の素朴な気づきや疑問等から

（段階的な問題提示、ずれ、一人一人の問い、対立・拮抗、ハードル）

○ めあてのイメージを全員が確認・共有する

(２) 各実践（「問い」のもたせ方）

すす

【吾田東小研究員の実践】

【東郷小研究員の実践】

段階的な問題提示

○ 問題文・挿絵を一文ずつ掲示！

○ 同時に前時から解き方を見通

既習との「ずれ」から

○ 既習事項と本時問題を比較！

○ 気づきをノート記入 → 全体共有 →

問い（めあて）に

昨日との違いは…（ノート記入）

（気づきの発表で）

○○さんと同じ考えだ。

○○さんは～と思ったんだ。なるほど

よし！あまりについて考えるぞ！

（気づきのノート記入） （算数科）

（算数科）

あれ？今日は数が減ってるぞ…

昨日のやり方を使うと…

線を引いたから「まとめて」が

大切なんだな。
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【大堂津小研究員の実践】

【油津小研究員の実践】

一人一人の「問い」から （気づきのノート記入）

○ 本文を読んで、疑問を記入しま

しょう。

○ 疑問を発表 → みんなで解決

私は、～が疑問で分からないよ。

ぼくは、～がなぜだか分からないよ。

よし！○○さんのために、みんなで解決しよう。

「○○さん、この文から、～なことが分かるよ。」

○ 思い浮かばない場合は、他の人の考えで共感

できるものを自分の考えにしてもいいです。

（教材場面では）

○ 児童が共感・問いを感じた場面を選択

○ 主人公の気持ちを自分なりに考える

普段から物を大事にできている人は、こん

な考え方をしていたんだな。

「物に対して思いやりをもつ」って、すご

くいい考えだね！

他の人の考えから自分なりの問いに （道徳科）

（国語科）
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３ 「学び合い」のさせ方（研究内容３）

子どもが主体的に学び合うためには、①「教師の心構え（働きかけ）」、②「子どもの素

地づくり」、そして③「質の高い学び合いへと育んでいく過程」が必要である。

理論を深め、それらを基に実践した。

(１) 教師の働きかけ・言葉かけ ～学び合いの質を高める８つのポイント～

〇 繰り返す

子どもが解決のヒントや大切なワードを言った時、言った言葉をそのまま繰り返すと思考が深ま

ったり活性化されたりする。

〇 方向づける

子どもの考えが拡散している時、「図に表して考えましょう」「今の発言について考えよう」等、

めあてに向かって方向づけると、解決に向かいやすくなる。

〇 ゆさぶる

発言の中に本質に迫る内容が出た際には、「本当にそれでいいの、これではだめなの」と切り返

したり、教師がわざと誤答を示し考えさせたりすると思考が深まる。

〇 もどす

授業での方向性を考えた時に、いったん戻した方がねらいに迫りやすいことがある。「今までの

意見で大切なことを確認しましょう。」「ＡとＢの考えを比べてみましょう」等、戻すとよい。

〇 少人数で話し合わせる

子どもたちの表情等により、必要に応じて少人数での話し合いをいれると思考が活性化する。

〇 とめる

理解していない子どもが多い場合は、いったん授業を止めるとよい。「今の〇〇さんが言ったこ

とはどういうことかな」、「発言を自分の言葉で近くの人に伝えてごらん」等、確認させるとよい。

〇 促す

教師対子どもではなく、子ども同士がつながる発言を促すことが、質の高い学び合いにつながる。

〇 ほめる

ほめられた子どもは気分がよく頑張ろうと思うとともに、周りの子どもにとってもその行為や発

言が良いことだというモデルを学ぶ機会にもなる。
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(２) 子供の素地づくり ～質の高い学び合いに向けて～

普段の授業で、「ぼんやりとしたペア・グループ学習」になってしまうことがある。４

つの条件を意識し、質の高い学び合いに向かうための素地づくりを共通理解し実践した。

そこで…

４条件を意識すると、よい話合い

（学び合い）になる

ぼんやりとしたペア・グ

ループ学習になりがち。

これではいけない。

４つの条件を意識し、技法の活動を繰り返すことで、学び合

いに必要な素地（第三段階）が育つ。

この過程を経て、最も望ましい第四段階（下図）に向かう。

例えば… ４条件を満たすた

めの技法の１つ
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(３) 「話すこと・聞くこと」に関する指導系統

「学び合い」に関して、学習指導要領の「話すこと・聞くこと」の内容を小学校低学年

から中学校３年生までまとめた。表を縦に見ると発達段階に応じた重点が、横（右）に見

ると発展や広がりが確認できる。これらの事項を言語活動を通してしっかりと身に付けさ

せることが「学び合い」の基盤になる。

（以下省略）

（以下省略）
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(４) 各実践（「学び合い」のさせ方）

【南郷中研究員の実践】

【吾田小研究員の実践】

【児童の様子】

ルールが分かっているので安心だな。

やっていいことから選んで、どんどん学

ぼう！

困ったときは、自分で解決だ。

だれか教えて（手を挙げる）

「○○さん、ヒントを教えて」

「ヘルプミー！」

○ 子供が納得した形でルールの決定・習慣化

・任意の教科では自分で課題に取り組むと

きは、席を離れて友達と話してよい

・任意の時間では席を移動させて友達と一

緒に活動してよい

・困ったときは自分で助けを呼ぶこと

○ ルールの中から自由に選択してよい

学び合いのルール

誰が発表になるか分からないから、程よい緊張感だな。（話

し合いに班の全員が参加する雰囲気）

発表が苦手な友達が当たっちゃった。班のメンバーで助け合

わなくちゃ。（自然と小声でサポートする姿に）

○ 番号札を準備

○ 札を配る前に技法の目的の確実

な説明

学び合いの素地づくり（技法１・２・３・４）

（算数科等）

（英語科等）
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【潟上小研究員の実践】

【タブレットの活用】

【可動性のあるものを必要に応じて掲示】 【子供の発言を取り上げて掲示】

話型 タブレットの活用

○ 進行の仕方、質問仕方、反応の仕方の

習慣化

○ ロイロノートの「共有ノート」で意見

の共有

話型の活用例 （つなぐ言葉）

（道徳科）

【児童の様子】

共有ノートを見ると、自分と違う意見

があって面白いなあ。

自分の意見は書けない（まとまってな

い）けど、友達の意見があると、参考に

して書きやすいなあ。
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４ 研究授業の実際

(１) 中学校・社会科での実践

１ 単元名 南アメリカ州 【吾田中研究員の実践】

２ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

① 南アメリカ州に暮らす ① 南アメリカ州で森林が減少 ① 南アメリカ州の地域的特色

人々の生活を基に、南ア している要因について、様々 に興味・関心をもち、よりよ

メリカ州の地域的特色を な資料から読み取り、開発の い社会の実現を視野に、そこ

理解している。 背景を踏まえながら説明する で見られる課題を主体的に粘

ことができる。 り強く追究しようとしている。

３ 単元の指導計画（全４時間）

時
評価規準（評価方法）

間
ねらい・学習活動 知識・技能 思考･判断･ 主体的に学習に

表現 取り組む態度

南アメリカ州はどのような特色があるの ・知①（ワーク ・態①（行動

１ かを理解する。 シート分析、ロ 観察、ワーク

「南アメリカ州にはどのような特色があ イロノート小テ シート分析）

るのだろうか？」 スト）

４ 本時の目標（２/４時）

○ 南アメリカ州で森林が減少している要因について、様々な資料から読み取り、開発

の背景を踏まえながら説明することができる。 （思考・判断・表現）

５ 学習指導過程

段階 学習活動・内容 指導上の留意点

１ ロイロノートのゲームモード機能 ○ 前時の用語の確認を、4 択問題等にすることで、全

で前時の復習を行う。 生徒が楽しんで参加できるようにする。

○ ポイントとなる用語には補足説明を行い、しっかり

と用語が定着できるようにする。

２ 日テレNews「ブラジルで干ばつ深 ○ アマゾン川干ばつの写真を見せ、前時で学習したア

導入 刻化」、NHK「地球のミライ」を視聴 マゾン川が危機的干ばつに陥っていることを紹介し、

（10 し、森林と温暖化の関係や日本の未 興味を持たせる。

分） 来について知る。 ○ アマゾンの森林と温暖化の関係や、温暖化の進行で

受ける日本への影響から、森林減少は自身にも関係す

問いポイント① る課題だと認識させる。（ブラジルで干ばつ深刻化 43

３ 本時のめあてを立てる。 秒 地球のミライ 1分 30秒の動画を視聴する）

めあて：「南アメリカ州では、なぜ ○ 世界の森林減少率、1990 年と 2000 年の森林の様

森林が減少しているのだろうか？」 子を提示し、めあてを立てる。

（以下省略）

（以下省略）
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４ 森林開発の要因を複数の資料から ○ 大豆・さとうきび畑、鉱山の開発や道路の

読み取り、クラゲチャートにまとめる。 開発、牧場の開発など複数の資料から森

（１）個人思考をする。 林開発の要因を読み取らせる。

資料① バイオエタノールの製造工場

資料② 大規模な大豆畑

資料③ カラジャス鉄山の開発 学び合い

＋α 熱帯林を伐採して造成された ポイント①

牧場、道路の建設 ○ 個人思考の段階で読み取れない生徒への手立てとし

（２）学び合いながら考える。 て、フリー（自由に動いて良い状況）で学び合う時

展開 （３）全体で共有する。 間を確保し、全員がクラゲチャートを作成しやすい

（30 ようにする。 問い

分） ポイント②

５ なぜ、これらの要因による開発が進んで ○ 影響が大きいにもかかわらず、森林開発が

いるのか考察する。 進み続けるのはなぜかと意欲的に追求できる

（１）個人で考える。 ような動機付けをする。

資料① ブラジルの貿易収支の推移 ○ なぜ、アマゾンの森林開発を進めるのかを資料を基

資料② 森林減少の要因 に読み取らせる。

（２）グループで共有し、まとめていく。 学び合い

ポイント②

（３）全体で共有する。 ○ 開発が進むことで、大規模に生産できたり、鉱産資源

追究課題：「なぜ、影響が大きい が発掘しやすくなったりした結果、貿易収支が黒字化し、

にもかかわらず、アマゾンの開発を 国の経済が発展してきた、などといった森林開発におけ

進めるのだろうか？」 る国にとってのメリットを引き出すようにする。

６ 本時のまとめをする。 ※ 森林開発の背景まで迫ったまとめを行う。

○ できるだけ生徒たちのまとめから出てきたキーワー

※ まとめに出てきてほしいポイント ドを集めて本時のまとめを作るようにする。

終末 ・ 自国の経済発展のため 南アメリカ州では、自国の経済発展のためや日本など

（10 ・ 日本など他国の需要に応えるため の他国の需要に応えるために大規模な開発が行われてい

分） る。このような開発が森林の減少につながっている。

○ 時間の余裕があれば、今年度６月に行われた３年実

大規模な開発につながっている。 力テストの問題に取り組む。

６ 研究授業の成果と課題

○ 問いをもつための手立てとして、既習事項と資料から分かることを基にめあてを設定し

た。そのことにより、追求課題も含め、深い学びに向かうことができた。

○ 思考ツールであるクラゲチャートを活用したことで、生徒が自分の考えを基に活発に学

び合うことができた。

● 活発に話し合うことはできたがその質については課題が残った。提示する資料の精選や

提示の仕方を工夫するとともに、日常的に学び方のスキルを向上させていく必要がある。
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(２) 小学校・国語科での実践

１ 単元名 すきなところをつたえよう 教材『スイミー』 【潟上小研究員の実践】

２ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現等 主体的に学習に取り組む態度

① 身近なことを表す語を増 ① ｢読むこと｣において、文 ① 粘り強く場面の様子に着目

やし、語彙を豊かにする。 章の内容と自分の体験とを して登場人物の様子を想像

② 語のまとまりや言葉の響きな 結びつけて、感想をもつこ し、学習課題に沿って物語の

どに気をつけて音読している。 とができる。 好きなところの紹介文を書こ

３ 単元の指導計画（全１１時間）

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等

１ 〇 単元の学習について見通 ・ レオ・レオニ作の本を読み、自分が 〔主体的に学習に取

しをもつ。 好きなところを見つけて、友だちに紹 り組む態度①〕

〇 全文の読み聞かせを聞 介するというゴールを設定する。 （発言・ノート）

き、初発の感想を交流する。・ 教師自作の「おとうとねずみチロ」の ・ お話の好きなと

好きな場面をまとめた文章を示し、単 ころを見つけるこ

元の学習に対する見通しをもち、目的 とに興味や関心を

意識を高めることができるようにする。 もっている。

〇 単元のめあてを立てる。

４ 本時の目標（８/１１時）

○ 新しい仲間を説得するスイミーの心情を考えることができる。（思考・判断・表現）

５ 学習指導過程

段階 学習活動及び学習内容 指導上の留意点及び評価 資料・準

（☆評価の観点[評価方法]） 備

１ 本時の活動の見通しをもつ。

導入 〇 前時の振り返り

５分 〇 本時のめあて

〇 教師による第５場面の範読

２ 第５場面の劇をする。

○ スイミーが岩陰に隠れる赤い魚た 〇 劇の中で、教師が小さな赤い魚役にな

展開 ちを説得する即興劇 り「どうして外に出なくちゃいけない

の？」などスイミー役の児童に問いかけ

30分 ることで、スイミーならどんな風に考え

て言い返すかを考えられるようにする。

○ ペアでの即興劇 ○ 役割を交換し、全員がスイミーを演

・ スイミー役（１人） じる機会をもてるようにする。

・ 小さな赤い魚役（１人）

（以下省略）

（以下省略）

学び合い
ポイント①

仲間たちによびかける、スイミーの気持ちを考えよう。
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３ 劇をした感想の交流 〇 劇の感想をペアで発表し合った後、

・ スイミーになりきって感じたこと ホワイトボードに感想を書いて教師が ホワイト

・ スイミーになりきってわかったこと それを読み上げることで全員の感想を ボード

共有できるようにする。

４ スイミーにインタビュー

・ 小さな魚の兄弟たちを見つけた時 〇 教科書の文の中からスイミーに質問

はどんな気持ちだったか。 したところに線を引かせることで、叙

・ どうして、一緒に岩陰に隠れなか 述に沿った問いを考えられるようにす

ったのか？ る。

・ どうしてみんなと遊びたいのか？ ○ スイミー役の代表者が質問に答えるこ

・ スイミーはどんなことを考えたの とで、他の児童が｢自分だったらどうこた

か。 えるか。｣の参考にできるようにする。

５ ペアでのインタビュー。

・ スイミー役と質問者に分かれて、 ○ 役割を交換しながらペアで取り組ま

即興のインタビューを行う。 せることで、全員が質問者と質問に答

６ 「スイミーは、みんなとどんな風に えるスイミーを演じる機会がもてるよ

暮らしたいの？」について、全員で うにする。

考える。 ○ 児童から左の問いがでなかった場合

は「先生からの質問」として提示する。

終末 ７ スイミーになりきって｢スイミー日 〇 スイミーになりきって日記を書かせ ワークシ

記｣を書く。 ることで、スイミーの心情の変化につ ート

10分 ○ 学習内容のまとめ いて考えられるようにする。

・ スイミー日記を交流。 〇 日記を書く際、板書を参考にしなが

・ スイミー日記を発表。 ら主な出来事について振り返ることで、

スイミー日記に取り組みやすくする。

☆ 自分なりにスイミーの気持ちを考え

た日記を書いている。［ワークシート］

６ 研究授業の成果と課題

○ 単元の目標や既習の学習内容を掲示したことで、児童は見通しをもって問いをもち学び

合いを行うことができていた。

○ 問いをもつための手立てとして即興劇を取り入れた。児童の発達段階に即しており、題

材の主人公の気持ちを深く考える上で有効であった。

○ 学び合いの手立てとして即興劇やインタビュー形式の対話を取り入れた。児童の思考を

深める手立てとして効果的であった。

● 即興劇は主体的に問いをもつ上では有効であったものの、教材の主題から離れてしまう

姿も見られた。本単元で児童に身に付けさせる資質・能力を明確にしながら、叙述に即し

た確かな読みと、見えない部分を考える多様な読みの配分を考慮して学習を計画していく

必要がある。

● 児童相互や教師と児童の１対１による学び合いの場面が多かった。１対複数での学び合

い等、様々な学び合いに発展するような工夫の継続が必要である。

問い
ポイント①

学び合い
ポイント②

学び合い
ポイント③
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(３) ２回の研究授業の参加者アンケートの結果

研究授業・授業研究会に参加した教師にアンケートを行った。一定の評価を頂いたが、

さらに授業改善に向けて研究を深めていく必要がある。

① 問いのもたせ方について … ４ .７

② 学び合いについて … ４ .５

③ その他の授業づくりについて… ４ .６ （５段階評価の平均）

５ 研究の成果と課題

○ 「ひなたの学び」について再認識したことにより、教師が明確な目的や意図をもって授

業に向かうことができるようになった。

○ 学級の人間関係づくりや授業での教師の心がけ等を再認識したことにより、授業の基盤

となる学級の望ましい人間関係が構築され、授業改善につながった。

○ 研究員それぞれが主体的に授業を実践、議論し、そこで得た知識・技能を共有したこと

で、授業における「問い」のもたせ方や「学び合い」のさせ方に対する引き出しが増え、

授業力の向上が図られた。

● 「問い」のもたせ方については、各教科の特性や単元目標・単元計画、授業で身に付け

させたい資質・能力を見据えて取り入れていくことが重要である。今後も「問い」のもた

せ方の引き出しを増やしつつ、単元目標等に合う手立てを取捨選択して授業をつくる力を

高めていかなければならない。

● 「学び合い」のさせ方については、今回得た様々な手立てでトライ＆エラーを積み重ね

ながら、よりよい支援の在り方を研究していく必要がある。

● 「問い」のもたせ方と「学び合い」のさせ方は相関関係にある。今後、この関係を深化

させる実践・研究を重ね、「自立した学習者」を育てていかなければならない。

６ 研究員の意識調査の結果

授業に関する研究員の意識調査を令和６年５月と令和７年２月に行った。ほとんどの項目

について意識の高まりが感じられた。

意 識 ◎ 〇 △ ▲

項 目 R6.5 R7.2 R6.5 R7.2 R6.5 R7.2 R6.5 R7.2

１ 教師として学ぶことは楽しい 5 6 4 3 0 0 0 0

２ 教師にとって学び続けることは大切である 7 7 2 2 0 0 0 0

３ なぜ「ひなたの学び」(主体的・対話的で深い学び)を 2 5 5 4 2 0 0 0
目指さなければならないのかを理解している

４ 育てたい資質・能力を意識して授業をしている 2 5 5 4 2 0 0 0

5 めあては児童・生徒とともにたてることを心がけている 2 1 4 8 2 0 1 0

６ 授業の中に児童・生徒が思考したり表現し 3 6 5 3 1 0 0 0
たりする場を設定するよう心がけている

７ まとめは児童・生徒が自分たちの言葉でま 0 0 5 9 4 0 0 0
とめるよう心がけている

８ 授業の在り方について学ぶ意欲が高まっている 4 7 5 2 0 0 0 0


